
 

幹 部 会 報 告 事 項 

令和 7 年 3 月 24 日 

観 光 文 化 交 流 局 

事 
項 名古屋市大河ドラマ「豊臣兄弟！」活用推進協議会の設立について 

内 

 

 

容 

１ 趣  旨 

令和 8年ＮＨＫ大河ドラマ「豊臣兄弟！」の放送を契機に、『豊臣秀吉・秀

長の生誕地“尾張中村”』の魅力を全国に発信し、本市への誘客促進と観光振

興による地域経済の持続的発展を図るため、観光関連団体等が参画して大河

ドラマに係る歴史観光推進施設を設置するほか、各分野における強みを生か

した幅広いプロモーションや多様な誘客事業・周遊事業を併せて展開する官

民連携の協議会を設立するものです。 

２ 事業概要 

（１）地域活性化及び機運醸成 

   地域内の調整、関連イベントの開催等 

（２）情報発信及び観光誘客事業 

   各方面における広報ＰＲ、商品造成・周遊事業等による誘客 

（３）大河ドラマに係る歴史観光推進施設の運営 

   中村公園に設置予定の施設の管理運営業務を運営事業者へ委託 

３ 構成団体 

  ・名古屋市観光文化交流局 

  ・公益財団法人名古屋観光コンベンションビューロー 

  ・愛知県観光コンベンション局 

  ・名古屋商工会議所 

  ・名古屋市中村区 

  ・一般社団法人中部経済連合会 

  ・名古屋市交通局 

  ・名古屋鉄道株式会社 

  ・東海旅客鉄道株式会社 

  ・近畿日本鉄道株式会社 

  ・一般社団法人日本旅行業協会 

  ・一般社団法人全国旅行業協会 

  ・一般社団法人日本ホテル協会 

  ・名古屋タクシー協会 

  ・名古屋観光ブランド協会 

  ・中村区区政協力委員協議会 

４ 設立総会の開催（詳細は別紙） 

  令和７年 3月 24 日（月）14 時 00 分～ 

備 

考 
本件は、令和 7年 3月 17 日（月）に市政記者クラブへ資料提供しました。 

（観光交流部観光推進課   内線 2425） 



別 紙 

名古屋市大河ドラマ「豊臣兄弟！」活用推進協議会 設立総会 開催概要 

 

１ 開催日時 

令和 7 年 3 月 24 日（月）  14 時 00 分から 

 

２ 会  場 

名古屋城本丸御殿 孔雀之間 

 

３ 議事次第 

（１）開会 

（２）議題 

  ア 名古屋市大河ドラマ「豊臣兄弟！」活用推進協議会 規約（案）について 

  イ 事業計画（案）について 

  ウ その他  

（３）質疑応答 

（４）閉会 

 

４ 協議会構成員 

団体名 役職 

名古屋市観光文化交流局 局長 

公益財団法人名古屋観光コンベンションビューロー 理事長 

愛知県観光コンベンション局 観光推進監 

名古屋商工会議所 商務交流部長 

名古屋市中村区 区長 

一般社団法人中部経済連合会 企画部長 

名古屋市交通局 局長 

名古屋鉄道株式会社 常務執行役員 

東海旅客鉄道株式会社 営業本部担当部長 

近畿日本鉄道株式会社 観光開発・地域共創部長 

一般社団法人日本旅行業協会 中部支部長 

一般社団法人全国旅行業協会 愛知県支部長 

一般社団法人日本ホテル協会 中部支部長 

名古屋タクシー協会 会長 

名古屋観光ブランド協会 会長 

中村区区政協力委員協議会 議長 

  ※協議会の円滑な運営を図るため、協議会の下に幹事会を置く。 



幹 部 会 報 告 事 項 

令和 7 年 3 月 24 日 

観 光 文 化 交 流 局 

事 

項 名古屋城「諸輪
も ろ わ

の松」説明板完成セレモニーの開催について 

内 
 
 
 
 

容 

名古屋城には旧諸輪
も ろ わ

村
むら

（現在の愛知県愛知郡東郷町）から二度贈られた松の逸話

があり、この「諸輪の松」に関する説明板が完成したことを記念して、セレモニー

を開催します。 

記 

１ 趣旨 

名古屋城と愛知県愛知郡東郷町諸輪地区の歴史的なつながりを広く知

っていただくため、城内に設置する「諸輪の松」に関する説明板が完成し

たことを記念し、セレモニーを開催するもの 

 

２ 日時 

令和７年３月 29 日（土） 

12 時 00 分～13 時 15 分（予定） 

 
３ 会場 

名古屋城春まつり特設ステージ 

（西之丸園路） 

 

４ 登壇者 

（１）主催者 

名古屋市長 広沢
ひろさわ

 一郎
いちろう

 

名古屋市観光文化交流局長 佐治
さ じ

 独歩
ど っ ぽ

 

名古屋市観光文化交流局 名古屋城総合事務所長 蜂矢
は ち や

 祐
ゆう

介
すけ

 

（２）来賓 

愛知県愛知郡東郷町長 石橋
いしばし

 直
なお

季
き

 氏 

愛知県愛知郡東郷町大字諸輪区長 寺澤
てらざわ

 秀
ひで

治
はる

 氏 他２名 

名古屋市会議員 成田
な り た

 たかゆき 氏 

名古屋城春まつり 

特設ステージ 

「諸輪の松」説明板設置位置 

（セレモニー終了後） 



内 
 
 
 
 

容 

５ 式次第 

（１）開会 

（２）主催者あいさつ 

（３）来賓あいさつ 

（４）除幕セレモニー 

（５）記念ステージ（※） 

棒の手（諸輪棒の手保存会） 

はやし太鼓（諸輪囃子太鼓保存会） 

（※）天候等の状況により、記念ステージの内容が変更または中止になる場

合があります。 

（６）閉会 

  

６ その他 

完成した「諸輪の松」説明板は、セレモニー終了後より、名古屋城内

西之丸エリア（御蔵
お く ら

城
じょう

宝館
ほうかん

付近）に設置いたします。 

 

＜参考＞「諸輪の松」について 

名古屋城には、諸輪村（現在の愛知県愛知郡東郷町）から二度贈られた松の

逸話が伝えられています。最初は築城時、1615 年（慶長 20）に取り寄せられ、

惣
そう

御土居
お ど い

（現在の三之丸外堀）に植えられた記録が残っています。その後、樹

齢や台風などで減少しましたが、1962 年（昭和 37）、再建された名古屋城のた

めに再び諸輪地区から寄贈されました。 

 

 

 

 

 

 

備 

考 本件は、本日、市政記者クラブに資料提供します。 

（名古屋城総合事務所 電話 231-2483） 



幹部会報告事項 

令和７ 年３ 月２ ４ 日 

観光文化交流局 

事
項 

「 名古屋城植栽管理計画」 の策定について 

内 
 

 
 

容 

 

こ のたび、 特別史跡名古屋城跡保存活用計画（ 平成３ ０ 年５ 月策定） に基づき 、

城内の植栽の将来的かつ具体的な維持管理計画と し て「 名古屋城植栽管理計画」 を

策定し まし たので、 報告し ます。  

 

１  計画の目的 

  本計画は、 城内にある植物を計画的な植栽管理を 行う こ と により 、 特別史跡名

古屋城跡と し ての魅力を 高めると と も に、その価値を 将来に渡っ て確実に継承す

るこ と を 目的と し ています。  

 

２  植栽管理の理念 

  特別史跡にふさ わし い風致に維持・ 向上さ せ、 誰も が集いたく なる名古屋城を

将来にわたっ て実現する。  

 

３  植栽管理の基本方針 

（ １ ） 名古屋城の植栽が抱える課題の解決に向けた植栽管理 

（ ２ ） 各地区の特性を 踏まえた植栽管理 

（ ３ ） 継続的な植栽管理 

（ ４ ） 名古屋城での植栽管理に必要な知識と 技術を 有する植栽管理体制の構築 

 

４  植栽管理の進め方と 体制 

  専門家等による新たな植栽管理体制「 実施検討チーム」 が、 城内を ５ 区分し て

実施範囲を設定し 、 ひと つの実施範囲を 複数年かけて施行し ます。 継続的な植栽

管理を 行う ため、 計画、 実施、 評価及び改善のＰ Ｄ Ｃ Ａ サイ ク ルで運用し 、 城内

を 概ね１ ０ 年での１ 巡を 目指し ます。  

 ※「 実施検討チーム」 と は、 有識者、 樹木医、 造園業界、 名古屋城調査研究セン

タ ー学芸員及び名古屋城総合事務所職員から なる組織 

 

５  計画の閲覧場所 

  市公式ウェ ブサイ ト に概要版及び本編を 掲載予定 

 

備
考 

本件は、 本日、 市政記者ク ラ ブへ資料提供予定です。   

（ 観光文化交流局名古屋城総合事務所管理活用課 231-2485）  



幹部会報告事 項 

令和 7年 3月 24 日 

健 康 福 祉 局 

事 

項 

八事斎場の再整備について 

内 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

容 

１ 趣旨 

八事斎場は施設の老朽化に伴う再整備を行うため、令和７年４月から人体火

葬を稼働停止します。再整備の概要及び再整備期間中における本市の火葬体制

について、下記のとおりお知らせいたします。 

２ 再整備スケジュール 

 (1)八事斎場の人体火葬の稼働停止期間 

令和 7年 4月 1日（火）から令和 10 年 5 月 31 日（水）まで 

  （動物火葬は継続して実施します） 

(2)新斎場の供用開始日（予定） 

  令和 10 年 6 月 1 日（木） 

３ 新八事斎場の概要 

(1)新斎場の内容 

区 分 内  容 （参考）現 八事斎場 

構 造 
鉄筋コンクリート造＋鉄骨造 

地下１階地上２階建て 

鉄筋コンクリート造 

地上１階建て（一部地下） 

延床面積 約 16,500 ㎡ 4,844.76 ㎡ 

火葬炉 
人体：24 基（全て大型炉） 

動物： 2 基 

人体：46 基（うち大型炉 2基） 

動物： 2 基 

告別収骨室 24 室 無し 

有料待合室 24 室 16 室 

 (2)新斎場の特色 

・告別収骨室、待合室は火葬炉と同数とし、プライベートな空間により、落

ち着いた雰囲気で故人とのお別れを迎えることができます。 

・建物には各方面に出入口を設け、スムーズに入退出することができます。 

・高度な排ガス処理設備を設置し、悪臭、ばい煙等の発生を防止し、良好な

周辺環境の保全に努めます。 

・緑豊かな施設とするため、積極的な緑化を行います。 

 



（生活衛生部環境薬務課 内線 2654） 

４ 再整備期間中における本市の火葬体制 

再整備期間中は港区にあります第二斎場において人体火葬を行います。市民

に火葬をお待ちいただくことがないよう、再整備期間中は以下のとおり対応い

たします。 

(1) 第二斎場の体制強化 

① １日当たりの火葬件数を 58 件から 87 件に増  

② 元日以外無休（364 日）で営業 

※年間で 31,668 件の火葬が可能（令和 5年度実績：28,624 件）。 

(2) 市民優先枠の創設 

市民が優先的に予約できる市民優先枠を創設 

(3) 市外火葬場利用料金補助の実施 

第二斎場の予約ができなかった場合に限り、市外の火葬場を利用した者へ火

葬料金の半額を補助する制度を新たに実施 

５ その他 

友引日は、火葬の予約が取りやすい傾向にありますので、混雑を緩和するた

めに、友引日の火葬を促進してまいります。 

備 

考 

本件は、 本日市政記者クラブへ資料提供します。 











幹 部 会 報 告 事 項 
令和７年３月２４日 
子 ど も 青 少 年 局 

事
項 

名古屋市配偶者からの暴力（ＤＶ）被害者及び 
困難な問題を抱える女性に関する調査の結果について 

内 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

容 

１ 趣旨 

次期配偶者からの暴力防止及び被害者支援基本計画並びに令和 6 年 4

月 1 日に施行された「困難な問題を抱える女性の支援に関する法律」に基

づく市町村基本計画の一体的な策定を目的として、本市地域における配偶

者からの暴力被害者（以下「ＤＶ被害者」という。）及び様々な状況の女

性の暮らし向きや困りごとなどの現状と課題・ニーズ等を把握するために

調査を実施しました。 
このたび、調査結果がまとまりましたので、別紙のとおりお知らせしま

す。 

２ 調査概要 

（１）調査種別 
  アンケート調査、ヒアリング調査、インターネット調査の 3種類を実施 
（２）調査期間 

令和 6 年 8 月から令和 7 年 1 月まで 

（３）調査対象 
・支援関係機関等の支援を受けたことがあり、現在は危険性のない状況

にいるＤＶ被害者 
・支援関係機関等の支援を受けたことがある困難な問題を抱える女性 
・インターネットモニターに登録する名古屋市在住の 18 歳以上の女性

のうち、スクリーニングによりＤＶ被害などの困難な問題で困ったり

悩みを抱えた経験のある人 
・ＤＶ被害者又は困難な問題を抱える女性への支援を行う支援関係機関

等 
（４）回答者数 

種別 アンケート調査 ヒアリング調査 インターネット調査 

ＤＶ被害者 48 人 11 人 

500 人 
困難な問題を 

抱える女性 
61 人 6 人 

支援関係機関等 141 か所 43 か所 － 
 



 

３ 結果の公表 

調査の結果については、作成した報告書で支援関係機関等の間で共有す

るほか、公表可能な部分について本市公式ウェブサイトに掲載し、市民に

公表します。 

４ その他 

  本調査結果をもとに、令和 7 年度には、第 5 次配偶者からの暴力防止

及び被害者支援基本計画と、法に基づく困難な問題を抱える女性への支援

に関する市町村基本計画を一体的に策定する予定です。 

 

備
考 本件は、本日、市政記者クラブへ資料提供します。 

（子育て支援部子ども福祉課 内線 2519） 



 

 
 

 
                                 
                            
                                        

 

  
  

 
  

 

 
 

  
 

 

 

 

        
       

       
       

       
       

 

  
 

 

 

 

 
  



 

  
     

                
                

                  
    
 

  
 

  
 

 

                  
 

 
 

 
 

 
 
  



  
         

                 

   
         

                       

   
  

               

    
      

        
    

                      

   

   

                                 

      

               
                         

                   

   

   

                                 

      

               

                         

                      

                                 

      

                      

                  

      



 

 

      

             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      

             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

     

    
     

    

    

     

         

    

    



 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

   

   

    

   

              

  

      

 

      

      
      

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



 

    

    

    

    

   

   

                        

 

      
  

      
       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

      

      
        

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

        

            

    

            

   
    

    

    
    

    
    

   
   

    

   

    
    

   

    
    

    
    

    

    

    

    

    

    

    

            

    

    

  

   

   

   

   

   

   

   
                    



    

        
        

    

    
      

           

       

                  

                  

      

    

    

    

    

    

    

    

   

   

              

  

  

      



 

 

        
  

             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

        

  
            

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

          

    

    

     

    

    



    

    

    

    

    

   

   

   

   

   

                 

    

    

    

    

    

   

    

                 

      
  

 
         

     

    
      

      

  
           

     

           

                                 

      



 

 

      
            

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

      
  

               
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

    

     

     

    

    

     

     

    

    



 

 

      

        
        

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

        
  

        
           

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

    

    

    

    

    

    

    

    

   

                        

    

    

    

    

    

    

    

    

   

    

   

           

  

  

      



 

    

    

    

    

    

   

   

   

                    

    

    

    

    

    

    

   

   

   

   

                    

 

      
  

          
       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

      

            
       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

  
  

 
  

   
 

  
   

    
              

              

  

 
 
  



 

 

    

    

    

    

    

    

   

    

    

    

    

    

    

   

    

    

    

    

    

    

   

           

       
            
         

  

    

   
       

             
 

              
      

       
           

      
       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



   

       
              

     
                

         
            

    

    

    

    

    

    

    

    

    

   

    

   

   

   

   

                                 

       

       

       



 

 

    

          
            

           
           

      
            

      
       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

    

    

    

    

    

    

    

   

   

   

    

    

    

    

    

    

    

   

   

   

    

    

    

    

    

    

   

   

   

   

           

  

  

       

            

         



 

 

    

    
    

    
    

        
   

   

    

        

    
    

    
       

   

    

    

        

    

   
    

      
  

   

   

   

   
       

           

         

    

    

    

    

   

   

   

    

    

    

    

   

   

   

    

    

    

    

   

   

   

              

       

            

         

    

   
       

              
             

             
                 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

   
           

        
               

       
       

            
             

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

   

    

    

    

    

    

    

   

    

   

    

    

    

    

    

   

    

   

   

              

       

            

         

    

   
           

        
            

       
      

         
         

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



 

 

  

 

 

 
 

  

  

 
 

  
 

 
  

        
       

       
       

       
       

 

  
 

 

 
 

  

 
 

  
  

    
   

 
   

  
  



 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

        
   

                   
               

 
 



全国の自治体関係者と 研究者、 専門家・ NPO等が集まるシンポジウムにおいて、

事業内容を紹介すると と も に、 令和5・ 6年度の当事業に参加し た高校生計6名が、

自分たちの活動について市⻑ の前で発表し 、 その後のパネルディ スカ ッ ショ ンにも 参加

『 地方自治と 子ども 施策』 全国自治体シンポジウム2024 名古屋
開催日 令和7年2月22日（ 土） ／ 会場 鯱城ホール



意見を表明する経験を通して

、将来に渡って社会や地域で

行われている活動に主体的

に参加・参画していくことので

きる姿勢を育む。

社会参画意識

参加者が社会や地域に対する

ものの見方、考え方を深めたり

、関心を持ったりすることができ

るようにする。

地域への関心

社会や地域が抱える課題に

対して、参加者が自分の考え

をもって述べ、解決に向けて

主体的に関わることの大切さ

に気付く。

主体的にかかわる

こ と の大切さ

参加者が、意見を表明するこ

とは大切な権利であることに

気づくことができるようにする

。

意見表明に対する

権利意識

な ご や高校生ま ち づく り プ ロ ジ ェ ク ト

【まちづくりプロジェクトとは？】

自分の興味・関心をもとに、まちの魅力や課題を発見し、よりよいまちをつくっていくための実践し、

解決策を名古屋市に提言する

【対象】市内在住または名古屋市内の高校に通う高校生世代

【目的】

名古屋市高校生社会参画アクションモデル事業 NPO法人わかも ののまち 鈴木 貴司



0201

04 0503

＜なごや高校生まち づく り プロ ジェ ク ト ＞

自分の興味関心を深める・気づく

同じ関心をもったメンバーとチームになる

テ ーマ＆チーム編成

まちの課題を発見する

課題解決の仮説を立て、まちに出る

ま ち に出て調べる

（ イ ン タ ビ ュ ー・ アン ケート 調査）

中間報告でフィードバックを受けることで

企画をブラッシュアップしていく

中間プレ ゼン テーショ ン

プ ロ ジェ ク ト の

ブ ラ ッ シュ アッ プ
自分たちが考えたプロジェ

クトを実際に名古屋のまち

で実践する。

ア ク ショ ン

活動を振り返り、まとめる。

課題の解決策を名古屋市に提言する

最終プレ ゼン テーショ ン



みんなの居場所で新たな1歩を
踏み出そう ！

佐々木日向子 (愛知県立惟信高校２ 年)

伊藤美心 (愛知県立津島東高校２ 年)

上田佳子 (中京大付属中京高校１ 年)

三好莉緒 (愛知県立明和高校２ 年)

加藤有眞 (名古屋市立緑高校２ 年)

令和6年度参加者
【 発表内容】
身近な公園をみんなの居場所に
地域の人たち主体で運営できる公園を作り たい



名古屋市立菊里高等学校3年 林亜純

1

令和5年度参加者



 
幹 部 会 報 告 事 項 

令和 7 年 3 月 24 日 

住 宅 都 市 局 

事

項 
名古屋都市センター企画展「ＮＡＧＯＹＡまちづくりの動向」の開催について 

内 
 

 
 

 

容 

 

 「ウォーカブル＋モビリティ」のまちづくりや、歴史・文化など地域資源に根

ざした縦軸のまちづくりなど、本市の「まちづくり施策」を広く紹介する企画展

「NAGOYA まちづくりの動向」を開催します。 

 

１ 主催者 

名古屋市住宅都市局 

公益財団法人名古屋まちづくり公社名古屋都市センター 

 

２ 開催場所 

名古屋都市センターまちづくり広場 

（中区金山町一丁目１番１号 金山南ビル 11 階） 

 

３ 開催期間 

令和 7年 3月 25 日（火）～5 月 25 日（日）※原則月曜日休館 

 

４ 開館時間 

火～金曜日：10 時～18 時 

土・日曜日・祝日・振替休日：10 時～17 時 

 

５ 展示内容 

「NAGOYA まちづくりの動向」（住宅都市局発行）のパネル展示 

備

考 
本件は、本日、市政記者クラブに資料提供します。 

（都市計画部都市計画課 内線 2798） 



 

幹 部 会 報 告 事 項 

令和 7 年 3 月 24 日 

住 宅 都 市 局 

交   通   局 

事

項 
バスルートマップの公開について 

内 
 
 
 
 

容 

本市では、交通エコライフ※1を推進しており、以下のとおり、なごや乗換ナビ※2内

に市バスのルート等を表示するバスルートマップを公開しました。 

※1 交通エコライフ：自動車に頼らず、バスや鉄道、徒歩、自転車などの環境にやさし

い交通手段をかしこく使い分けるライフスタイルのこと。 

※2 なごや乗換ナビ：交通局ウェブサイト内の市バス・地下鉄の時刻や乗換経路等が検

索可能なコンテンツ。 

 

１ 事業目的 

充実した市バス路線をより分かりやすくすることで、以下を推進します。 

①バスルートの分かりやすさ向上により、バスの使いやすさに気づいていただく

ことで公共交通の利用を促進 

②公共交通利用の促進によるＣＯ２排出量の削減 

③バスからの風景等、名古屋のまちを楽しむ移動の推進 

 

２ 実施内容（詳細は裏面参照） 

なごや乗換ナビ内にて、選択したバス停を通るすべてのバスルート等を地図上に 

表示するもの。利用イメージは裏面参照。 

 

３ マップ公開サイト 

 ＜なごや乗換ナビ＞ 

 https://www.kotsu.city.nagoya.jp/jp/pc/route/ 

  

備

考 
本件は、3月 21 日（金）に市政記者クラブへ資料提供しました。 

（住宅都市局都市計画部交通企画・モビリティ都市推進課 内線 2724） 

（交通局総務部広報広聴課 内線 3809） 

https://www.kotsu.city.nagoya.jp/jp/pc/route/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「なごや乗換ナビ」から 

  バス停を選択 

●選択したバス停を通過する 

すべての系統が確認できます。 

【利用イメージ】 

 

●運行区間を選択すると、 
その系統が通るバス停 

（選択中バス停は◎表示）が確認できます。 

【参考】 

 

  

 
●選択したバス停の 
すべてのルートが 
地図上で確認できます。 

 







幹 部 会 報 告 事 項 

令和 7 年 3 月 24 日 

住 宅 都 市 局 

事

項 
名古屋市営氷室荘（北工区）整備事業における実施方針等の公表について 

内 

 

 

 

容 

 

名古屋市営氷室荘（南区）については、昭和43年度から昭和47年度にかけて

建設されて以来、建物の高経年化が進行していることなどから、南工区は既に

従来手法による建替を実施中であり、残りの北工区は今後PFI手法（BT方式）に

よる建替を実施するとともに、それによって生じる余剰地（以下「活用用地」

という。）の有効活用も併せて行います。 

この度、名古屋市営氷室荘（北工区）整備事業の実施方針及び要求水準書（案）

を下記のとおり公表することで、事業の概要を事業者公募に先立ち広く周知す

るとともに、民間事業者への事業参画を促すものです。 

 

１ 名古屋市営氷室荘（北工区）整備事業の概要 

（１）市営住宅等整備業務 

→ 641 戸の既存住宅を解体撤去した後、140 戸の新築住宅を建設 

（２）入居者移転支援業 

→ 既存住宅の入居者が新築住宅等に移転する際の支援を実施 

（３）用地活用業務 

→ 市から活用用地を購入した後、PFI 事業者が自らの提案に基づき、民 

間施設の整備・管理・運営を実施 

 

２ 実施方針等の主な内容（基本的な考え方） 

（１）事業者の選定方法  

   総合評価一般競争入札方式により、価格と提案の双方を評価 
（２）提案内容の評価 

ア） 市営住宅等整備業務  
➣建設・インフラ分野のDXを活用することによる更なる業務効率 

化や生産性向上に資する提案に期待 

イ） 用地活用業務     
➣若年・子育て世帯にとって魅力的かつ良質な住宅のほか、食料 

品や日用品を取り扱う小売店舗など、地域住民の生活利便性の 

向上に資する施設の提案に期待 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 今後の予定 

      入札公告          令和 7年 7月頃 

   民間事業者の選定      令和 7年12月頃 

   特定事業契約の締結     令和 8年 3月頃 

   新築住宅の竣工       令和12年10月頃 

  活用用地の売買契約の締結  令和 14 年 11 月頃 

備
考 

本件は、3 月 21 日（金）、市政記者クラブへ資料提供を行いました。 

（住宅部住宅整備課 内線 2993） 

100m 

道徳駅 

  
  
  
  

 

氷室荘 

土地利用のイメージ 

※1：新築住宅は 2 棟構成を基本としますが、1 棟とする提案も可とします 
※2：活用用地（東）の形状は整形を基本としますが、他の形状とする提案も可とします 

位置図 

事業範囲 


